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摘要

本研究ではマリンレジャー観光地化が進んでいる沖縄県座間味島において，マリンレジャー事業所の経

営形態と分布について 1997年調査と比較して この 20年間でどのように変容したのかを明らかにした.

また，経営者にアンケート調査を行い，現状評価と顧客認識について新たに検討した.2015年現在，座間

味島には 32庖のマリンレジャー事業所が立地している. 1997年調査時より転業，廃業した事業所は少な

く，事業の継続性は高い.経営者の出身地は6割弱が島外出身者であり， 1997年調査と比較してその割合

が高まってきている. 1997年調査では，全事業所がスキューパダ、イピングのガイドサービスをしていたが，

その後に開設された事業所の中には，スキューパダ、イピングのガイドサービスをしない事業所が 5庖ある.

2000年代以降，座間味島のマリンレジャー産業は，それまでのスキューパダ、イピングガイドサービス一辺

倒から， SUPやカヤックなど新しいマリンレジャーを取り込んで、，提供サービスの多様化が進んできている.

座間味集落内でマリンレジャー事業所や民宿等の宿泊施設の分布変化をみると，座間味島出身者によるマ

リンレジャー事業所は多くが民宿併設で，集落内部，特に港に近い集落南側に多く分布している.一方で，

沖縄県外出身者の事業所は 1980年代から 1990年代にかけて，集落の北端，西端の道路に面した空き地に

設立していく.それが， 2000年代以降になると，集落の東側の空き地にも設立されていく.2012年以降

は日本経済が順調に推移したうえに，外国人観光客の増加，国立公園指定など島の観光を取り巻く社会的

条件に恵まれて観光客は増加している.しかし，マリンレジャー事業者の中には，スキューパダ、イピング

以外のマリンレジャーを楽しむ層が増えただけ と認識している人もいる.マリンレジャー経営者は日本

人の若年層の個人客が顧客のターゲットとして考えており，外国人や団体客を重視していない傾向がみら

れる.特に，ダイビングガイドサービスを専門とする経営タイプにこの傾向が顕著である.その理由として，

危険なスポーツであるスキューパダイビングは，ガイドと常にコミュニケーションを取ることが求められ

ており，言葉が通じない外国人には対応できないためである.
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宮内久光・宮崎 大

I はじめに

1.研究の背景と目的

2000年代に入り，沖縄県座間味島およびその周

辺海域の優れた自然環境は，園内外の権威ある諸

組織から相次いで高い評価を得るようになった.

例えば， 2005年 11月には座間味島と阿嘉島の聞の

海域が「慶良間諸島海域Jという名称でラムサー

/レ条約 1)に登録された.2009年には古座間味ピー

チが「ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン」

で2つ星を獲得した(以下，ミシュラン2つ星). 

さらに2014年3月5Sには，座間味島と周辺海域

が圏内31番目の国立公園となる「慶良問諸島国立

公園町に新規指定されたの.

このように園内外から高い評価を得ている座間

味島では，仲縄の日本復帰(1972年)以降に，海

水裕に訪れる県内観光客や「離島ブーム」による

県外観光客を相手とする民宿街が座間味集落内に

形成された.1980年代に入ると，座間味の海はス

クーパダイビングの適地として圏内で広く認知さ

れ，多くのダイビング客が島を訪れるようになる.

島ではダイピングサーピス事業所の開設が相次ぎ，

既存の民宿街と結びつくことで， iダイピング観光

地」を形成するようになった(宮内 1998).かつて，

筆者の一人は座間味島の観光事業所の立地と経営

形態について 1997年に調査し(以下，1997年調査)， 

その結果を報告した(宮内 1998)4). 

1997年調査以降，座間味島の観光を取り巻く社

会環境は大きく変化した.例えば，先述したラム

サーノレ条約登録をはじめとする国内外の権威ある

諸組織からの相次ぐ評価獲得， 2010年代に顕在化

する外国人観光客の増加， SUPやボデイーサーフィ

ンなど新しいマリンレジャーの誕生，などである.

一方.SARS (2003年)や新型インフルエンザ (2006

年)という新たな疫病の発生，東日本大震災 (2011

年)といった未曾有な自然災害，などによる旅行

自粛といった国民の対応もみられた.

このような社会環境の変化は，島への入域観光

客数の増減に大きく関わると同時に，観光事業者

の経営形態や経営状況にも影響を与えていると考

えられる.座間味島の観光地形成・ 展開にとって，

観光事業者の動向は最も重要な要素である.そこ

で本研究では，座間味島を対象地域として，改め

て観光事業所，特にマリンレジャー事業所 5)の経

営形態を調査し，その結呆を 1997年調査以降の島

を取り巻く社会環境の変化と関連付けることで，

経営形態の変容について明らかにすることを目的

とする.

2015年9月現在，座間味村公式HPには，座間

味島にあるマリンレジャー事業者として39J苫が掲

載されていた.このうち，調査時に営業をしてい

た34唐の事業者に対して，アンケート調査を実施

した (2015年9月""10月).アンケートの質問項

目として，経営者の属性をはじめ，事業所の経営

形瞳や経営状況，島の観光地化や事業状況に対す

る評価，などを設けた6)回収したアンケート調

査票は32庖(有効回答率94.1%)であった.アン

ケート調査は全体集計とその考察のほかに，事業

所設立年代別や，提供するマリンレジャーの種類

別に集計を行い，グループ聞の比較検討を行った.

2.研究対象地域

調査対象地域の座間味島は，沖縄県島尻郡座間

味村に属し，那覇市から西に約40回離れた東シナ

海に位置する(第1図).2015年国勢調査結果によ

ると，座間味島は278世帯.564人の小規模離島

で，座間味，阿真，阿佐の3つの集落で構成され

る.15歳以上就業者数335人のうち，第一次産業

が8人，第三次産業が 16人，第三次産業が311人

となっており，就業者の92.8%が第三次産業に就

業している.その中でも特に「宿泊業，飲食サー

ピス業」が112人 (33.4%)と最多である.次いで，

ダイピングインストラクターなど「生活関連サー

図1 研究対象地域
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